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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年7月9日(2020.7.9)

【公開番号】特開2019-115844(P2019-115844A)
【公開日】令和1年7月18日(2019.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-028
【出願番号】特願2019-87248(P2019-87248)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月27日(2020.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域が形成された遊技盤と、　
　前記遊技領域の所定位置に設けられ、遊技球の入球が抽選の契機となる始動入賞口と、
　前記始動入賞口への入球を契機として、通常遊技より遊技者に有利な状態である特別遊
技へ移行するか否かを判定するための抽選値に基づいて当否判定を実行する当否判定手段
と、
　前記当否判定の結果を示す図柄変動の態様を決定するとともに、前記始動入賞口への入
球に対応する図柄変動表示が直ちに開始されるか否かにかかわらずその入球に対応する図
柄変動の態様を事前判定結果として決定する変動パターン決定手段と、
　所定数の個数を上限に前記抽選値をその当否判定に対応する図柄の変動表示開始まで保
留する保留制御手段と、
　演出的な内容が表示される演出表示装置と、
　前記演出表示装置の表示画面部周縁を囲うセンター飾りと、
　前記センター飾りで囲われた部分以外の前記遊技領域に設けられた演出ランプと、
　前記演出表示装置に表示させる演出的な内容を決定するとともに、所定の条件を満たし
た場合にはその時点で保留されている抽選値に対応する事前判定結果に基づいて大当りの
期待度を示唆するために複数回の図柄変動にわたって継続し得る特殊連続演出を前記演出
的な内容として決定する演出決定手段と、
　前記演出決定手段により決定された前記演出的な内容を前記演出表示装置に表示させる
演出表示制御手段と、
　を備え、
　前記演出表示制御手段は、前記保留されている抽選値の数を示すための保留表示を前記
演出表示装置のうち前記センター飾りで囲われた部分に表示し、
　前記演出決定手段は、前記保留表示を、前記保留されている抽選値のうちいずれの抽選
値の事前判定結果が前記大当りの期待度が高い図柄変動の態様に該当するかを示唆する所
定の表示態様にて表示する予告演出を前記演出的な内容として決定可能であり、
　前記演出決定手段は、前記特殊連続演出の実行を決定する場合、前記演出ランプの点灯
態様によって、前記保留されている抽選値に大当りが含まれている期待度を示唆するとと
もに、前記演出ランプ点灯の契機となった抽選値に対応する保留表示を、他の抽選値に対
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応する保留表示と同じ表示態様にて表示する予告演出をさらに前記演出的な内容として決
定可能である弾球遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　このような目的達成のため、遊技領域が形成された遊技盤と、遊技領域の所定位置に設
けられ、遊技球の入球が抽選の契機となる始動入賞口と、始動入賞口への入球を契機とし
て、通常遊技より遊技者に有利な状態である特別遊技へ移行するか否かを判定するための
抽選値に基づいて当否判定を実行する当否判定手段と、当否判定の結果を示す図柄変動の
態様を決定するとともに、始動入賞口への入球に対応する図柄変動表示が直ちに開始され
るか否かにかかわらずその入球に対応する図柄変動の態様を事前判定結果として決定する
変動パターン決定手段と、所定数の個数を上限に抽選値をその当否判定に対応する図柄の
変動表示開始まで保留する保留制御手段と、演出的な内容が表示される演出表示装置と、
演出表示装置の表示画面部周縁を囲うセンター飾りと、センター飾りで囲われた部分以外
の遊技領域に設けられた演出ランプと、演出表示装置に表示させる演出的な内容を決定す
るとともに、所定の条件を満たした場合にはその時点で保留されている抽選値に対応する
事前判定結果に基づいて大当りの期待度を示唆するために複数回の図柄変動にわたって継
続し得る特殊連続演出を演出的な内容として決定する演出決定手段と、演出決定手段によ
り決定された演出的な内容を演出表示装置に表示させる演出表示制御手段と、を備え、演
出表示制御手段は、保留されている抽選値の数を示すための保留表示を演出表示装置のう
ちセンター飾りで囲われた部分に表示し、演出決定手段は、保留表示を、保留されている
抽選値のうちいずれの抽選値の事前判定結果が大当りの期待度が高い図柄変動の態様に該
当するかを示唆する所定の表示態様にて表示する予告演出を演出的な内容として決定可能
であり、演出決定手段は、特殊連続演出の実行を決定する場合、演出ランプの点灯態様に
よって、保留されている抽選値に大当りが含まれている期待度を示唆するとともに、演出
ランプ点灯の契機となった抽選値に対応する保留表示を、他の抽選値に対応する保留表示
と同じ表示態様にて表示する予告演出をさらに演出的な内容として決定可能である弾球遊
技機である。
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